
1.概要

口平成10年度

@職員の異動

・ 長谷川勉事務掛長が京都工芸繊維大学会計課給与共済係に転出，吉岡正文事務主任

が事務掛長に昇任，清水恒和事務主任が基礎物理学研究所会計掛から着任(平成11年

4月1日)。

・ 村上知里・佐藤路子・金城その子Dl，ソントン久代Mlが入学(平成11年4月113 )。

. 今里哲久教授(併任)が停年退職(平成11年3月31日)。

・ 堀道雄教授が併任教授に就任(平成11年4月1日)。

@行事・来紡者

・ 国立大学臨海鼠湖実験所長会議(春季)(於お茶の水女子大学国立教育会館，東京)， 白

山義久所長出席(平成10年4月21日)。

台風7号で被災(9月22日)。

・ 日本学術振興会招璃外国人研究者としてスセチオノ氏(インドネシア科学院・海洋学

研究開発センター副所長)来日 (10月1日-30日)。

• SCUBA用の高圧ガス製造施設を廃止(10月6日付)。以後， SCUBAボンベの充填は外

注。

・ 日本学術振興会特定国派遣研究者と して、宮崎勝己助手ポーランド外国出張(10月

5日一平成11年10月6日)。

瀬戸臨海実験所年報第11巻， Publications of the Seto Marine Biological Laboratory第

38巻第3/4号発行(平成10年12月25日)。

・ 水族館休館(平成10年12月初日一平成11年1月3日)。

. 水族館開館(1月4日)。

・ 高度化推進特別経費にて 3D顕微鏡を購入(2月中旬)。

・ 特別設備(高度生物微細構造解析システム)購入(3月23日)。

2.臨海実習

口平成10年度

例年の通り. 京都大学理学部をはじめ諸大学の臨海実習が下記の通り実施された。

(大学 ・実習科目・実習期間・受講学生数)
京都大学理学部生物系臨海実習 I 
京都大学理学部生物系臨海実習 II* 
京都大学理学部生物系臨海実習 皿*
京都大学理学部生物系臨海実習 N 
京都大学大学院人間環境学研究科海洋生物学実習
京都大学大学院人間環境学研究科海洋化学実習
京都大学総合人間学部地球圏物質環境論実習
京都大学理学部瀬戸臨海実験所公開臨海実習
和歎山大学教育学部生物学臨海実習(植物)
大阪千代田短期大学磯観察実習
奈良教育大学教育学部野外実習A-II (臨海実習)
奈良女子大学理学部臨海実習
岐阜大学教育学部臨海実験法及び実習
和歌山大学教育学部生物学臨海実習(動物)
大阪市立大学理学部臨海実習
大阪教育大学教育学部教員養成課程臨海実習
京都教育大学教育学部生物学夏期実習日
大阪大学理学部生物学臨海実習

2 -

9.2-9.9 
3. 9-3. 15 
3.15-3.20 
9.3由 9.9
2.23-2.26 
7.14-7.17 
8.25-8.28 
10. 7-10. 13 
4.27-4.30 
5. 12-5. 14 
5.18-5.24 
5.25-5.30 
6.4-6.9 
6.22-6.26 
7.6-7.12 
7.27-8.1 
8.4-8.8 
8.17-8.22 
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